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神の目で世を（マタイ9:34-38）
新年あけましておめでとうございます。元旦礼拝を通して、2015年神様が皆さんをどのように導かれ、どのような祝福を備えて与えられるのかということをメッセージを通していただきました。そのことをもう少し細かく詳しくお話をしていきたいと願います。2015年は、皆さん必ず成功を治めるように祈りたいと思います。本当に一回限りの人生、成功者として生きていきたいと願います。成功したいでしょう。それから、いろいろな波風が吹いてきて、いろいろな弱さを抱えているにも関わらず、それに負けないでめげずに勝利者として格好良く人生を生きていくようになってもらいたいなと思います。皆さん、ぜひ勝利者、つまり、力ある勝利者になっていただきたいと願います。だれがその主人公になれるのでしょうか。どうすれば成功者になり、勝利者になれるのでしょうか。今まではどのように思っていたでしょうか。世の中では今もそのテーマを取り上げてどのように言っているでしょうか。私たちは神様のみことばを通して、特に霊的な世界が分かっている人としてしっかりとその答えを持っていなければなりません。

その主人公は、創造主である神様と通じる人が成功者になります。他にいろいろな話し、理論があるでしょうが、実はそうではなくて神様と通じる人が勝利者になれます。世の中では背景のある人が、実力、才能がある人が、親に家庭に恵まれた人が勝利者になれるとなんとなくそのようなニュアンスがありますが、皆さんはそのように思わないでください。どんな状況、都合があろうが、創造主の神様と通じる人は必ず成功者になります。何も言い訳にする理由もないし、言い訳になりません。神様と通じる人はいやされます。神様と通じる人は成功者になれます。どのようにすれば神様と通じるようになるのでしょうか。
まず第1に神の目でこの世を見るようにならなければなりません。それが神様と通じる第1です。今日の聖書を見ると、イエス様が弟子たちにこのようにおっしゃっています。「収穫は多いが、働き手が少ない」。他の場面でもイエス様が収穫の話を時々おっしゃいます。もう収穫の時期になっていると。しかし、弟子たちはまだ4カ月も残っているのに、まだその時期ではないのにとかみ合わない会話が見られます。つまり、イエス様と弟子たちは見方が違うということでしょう。弟子たちはまだまだ収穫の時期ではないと思っているのに、イエス様はもう刈り入れる時期になっていると言います。霊的な目で見るのと、肉眼で見ることの違いがそこにあります。どのような目で見るのか。どのような見方をしているのか。それがすべてです。それによって神様と通じるか、そうでないかが決まるようになります。今までどのように見てきたのか、世の中ではどんなコメントをしてどんな評価をしているのか分かりませんが、皆さんはだまされないようにしてください。神の目でこの世を見るようにしていただきたいと思います。それが2015年の第1のテーマであり課題です。そして、その目が開かれることを祝福と言います。それを神様の答えと言います。そのときから何かが正しくまともにまっすぐに見えてくるようになります。
神様の目でこの世を見たときに、世の中の人はどのようにコメントしているか分かりませんが、実はこの世はだまされています。神様の目で見るとこの世はだまされて、別の言葉で申し上げると勘違いの中を生きています。それが神様の目でこの世を見たときに評価です。どのようにだまされているかというと、その一番の内容が何かと言いますと、進化論の思想に世の中はだまされています。進化論は科学だと皆思い込んでいるのですが、科学でもなんでもありません。ただの思想であり哲学の一種です。しかし、それが正論のように、まるで動かない事実かのように世界中に植え付けられ、皆その思想の中を生きています。進化論とはどういう意味なのでしょうか。

結局、時間がすべての問題の鍵だ、今いろいろあるでしょうがこれはプロセスにすぎないものであって、時間が過ぎて流れていきますとどんどん良い方向に向かって進んで行くというのが進化論です。ただの動物がこうなっただけのお話ではありません。ですから、時間によって、結局、まだそのときになっていないからこのような状況で、こういう問題に悩んでいるだけであって、時間が流れれば自然に良い方向に向かって進化していくものなので、結局はよい世の中になるしよい人生になると、時間を鍵にして時間そのものが答えになって楽観主義に走るようになるもの、そうさせるものが進化論というものです。本当にそうなのでしょうか。だから、そのような思想がすべての分野に浸透しているので、そうであるかのように何となく思い込んで人生を生きていくようになります。時間が立てばどうにかなると。本当に時間が流れればよい社会、良い人生になるし、どうにかなるものなのでしょうか。皆さんの経験ではそうだったのでしょうか。歴史を見てもそれは全くのでたらめだということがすぐに分かります。それにもかかわらず、世の中はなぜかわかりませんが進化論的な思想に捕らわれて生きています。そのようにだまされているのです。時間が私たちの問題、地球の課題を解決してくれるものではありません。進化論とは正反対でしょう。
それから、もう一つ取り上げますと、因果応報という思想です。因果応報はいろいろな表現があるでしょうが。結局はどういう内容なのでしょうか。人が良いことをやるから良い結果が出る。悪いことをしたから悪い結果が出る。そのような思想です。だから、因果応報というものは、結局は人にすべてがかかっているということです。あなたがしっかりするとあなたの人生は変わるし、あなたがしっかりしていないからこうなってしまうのだ。人が中心です。因果応報はある部分的には合っている部分もあるし、一理あるものです。しかし、因果応報の一番の核心部分が何かというと、人がすべての主体です。人によって人生そのものが左右されかかっていると言います。本当にそうなのでしょうか。それを少し格好いい言葉で言いますと、ヒューマニズムと言います。これに皆だまされているのです。皆さんの人生は皆さんにかかっているのでしょうか。そこにはもうすでに神様が介入する余地は備えられていません。神の目で見たときには、世の中は自分なりにいろいろなことを思って積み上げ取り上げて主張し、それにすがりつつ頑張って入るのですが、皆だまされているのです。因果応報ではありません。ヒューマニズムでもありません。結局、ヒューマニズムの一番の核心部分というのは、あなたがすべてだ、結局、神、神と言わないであなたが神ではないのか、それがヒューマニズムです。ダイレクトにそのようには言いません。言う場合もありますが、ものすごく滑らかな言葉でそれを包装しながら、しかし、核心の思想はそれです。人間がすべてだ。あなた次第なのだと。本当に皆さん次第なのでしょうか。それで人生が変わるのでしょうか。皆さんがよい行いを一生懸命頑張るとよい人生になるし、悪いことをすると人生悪いことに走ったりするものなのでしょうか。私たちはそのように当たり前に思い込んでいるでしょう。それが神の目で見たときにはだまされていることです。
それから、もう一つ申し上げると、発展という言葉が＝人生の社会の答えとなっています。発展すればするほど、発展があればそこになにかがあるだろう。そこにかぎ、答えがあるだろう。何回も申し上げているように、発展そのものは悪くありません。それは神様から人間だけに許されている才能です。それを磨いて発展させることによって、神の栄光を豊かに現すための技能です。だから、発展というものは人間として当たり前です。しかし、発展そのものが答えであり、極めつけは発展＝幸せと皆思っています。本当にそうなのでしょうか。何回も申し上げているとおり、今まで人類は様々な面において発展と続けて頑張ってきました。それで幸せになったのでしょうか。そこに本当の幸せがあったのでしょうか。けれども、いまだに、これからもそうでしょうが発展＝幸せだと思っています。人間はそんなに単純なものではありません。一般の世界でも普通に考えれば、ただの技術の発展によって人が良くなるとは限らないということがすぐに分かります。
年末だったか年始だったか分かりませんがテレビの地上派は初の放送だということで「ATARU」という映画がありました。何かの症候群を患っている人がFBIに拾われて、その才能をどんどん発展させることによって捜査にものすごい力を発揮できるように変な行動をしながらミッションをするという映画です。その映画の最後の場面で、男の人も女性ももう一人いました。その女性は持っている才能がFBIの教育によってものすごく発展するようになりました。それが犯罪に使われるようになりました。最後にその教育を担当していた係の人に向かって、あの能力、才能を伸ばしていくことはよかったのですが、人格を伸ばすことは失敗したと言います。だから、一般的にもただの技術の発展、ただの文明の発展では答えになりません。それがどこに向かって走るか全く見当がつかないものです。それなのになんとなく発展すればどうにかなるだろうと皆だまされているのです。発展＝答え、発展＝幸せ。飛んでもありません。そうではないのに世の中はだまされているのです。ですから、このような思想や考え方を持ってどうにかするために頑張ったにもかかわらず、実際には幸せも問題も解決されないので人々が作り出したものが偶像です。それ以上の何かがあるのではないかということで人の手によって作りだしました。それにすがり、頼り、進化論の思想でも因果応報のヒューマニズムでも発展でもどうにかならない、それをどうにかしてもらいたいという気持ちの現れが偶像です。各国、民族ごとに、様々な形、いろいろなパターンの偶像を人間の手で作り上げました。そこに頼り、そこから安全が保障され、そこからどうにか願いがかなえられると思ってわらにもすがる気持ちでやってはいるのですが、それこそがだまされることです。そこに本当の問題の解決と人間の本当の安らぎと安全というものは保証されません。人間が作り上げたものを神と拝んでいるのです。人間の手によって作られたものは神ではありません。また、人の人生を守ってくれるような力を持っているものはひとつもありません。よく正確に考えてみると、それは人生を破滅に追い込んでしまうようなものになります。それにもかかわらず、世の中は今まで、今現在も、これからも人の手によって作られたものを神だと勘違いしてだまされて、それになにか頼りなにかを得ようとして拝み続けるようになります。これがだまされることです。神の目でこの世を見たときには、この世は見事にだまされていることが分かります。
私たちがこれから2015年、祈るべき内容です。神様、神の目でこの世を見るようにしてください。この世がどのようにだまされているのか正しく見えてくるようにしてくださいと。そうすると、神様と通じます。その結果、どうにかしようとしてあらゆる方策を練って頑張って入るのですが、神の目でこの世を見たときに、この世は滅びていくのです。この世は滅びの状態であり、滅びていくところです。形はいろいろあります。外見では良さ悪さ、いろいろあります。しかし、この世にだまされているので、結局、この世は滅びるところです。それが見えてこないといけません。政治家が、また学校の先生が、専門家がこの世に向かってどういうことを言っているか分かりませんが、皆さんは神の目でこの世を見ないといけません。神の目で見たときには、先進国でも後進国でも戦争がある国でもものすごく平和な国でも関係ありません。だまされているのですから。そのだまされている一番の根本は偽りの父と呼ばれるものです。空中の権威を持つ支配者と言われる悪魔、サタンというものによって、そのようにだまされているのです。ですから、この世はどんなに頑張っても滅びるしかないし、今現在も滅びの状態であることを見逃してはいけません。神様の目で見るとそのように見えます。実際に進化論、因果応報、発展、偶像などいろいろ頑張っているのですが、家庭は崩壊していきます。これが滅びていく一つの現象です。社会は堕落が止められません。あらゆる面での堕落です。国はバラバラになります。これがこの世が滅びていくということでしょう。そして、その中でこの社会、この世の中は、偶像にさらにのめり込んでいくようになるし、占いが世界を支配するようになるし、宗教に皆が捕らわれるようになります。これが滅びていく世の姿です。社会が腐敗し家庭が崩壊し占いが普遍化して行く世界の中で、ひとりひとり訳も分からない、理由も説明できない霊的な問題に悩み患うようになるし、それが精神的な問題に発展し、お医者さんも説明できない薬も効かない精神的な様々な問題を患うようになるし、肉体的にも病気になり病弱化し、病名も分からない病がどんどん増えてきて薬が後をついていけないような病気がどんどん出てくるようになります。そのような中でひとりひとりが緊張を持って、それもいい意味での緊張ではありません。ストレスを抱えて緊張の中を生きているので、人間関係にもひびが入り、その関係がこじれるようになるし、孤独にもなり、対人恐怖症も患うようになったり、自分しか知らない世界を作ってそこに閉じこもるようになるし、その中でどんどんさびしくなり孤独を感じるようになる人生を歩くしかありません。そうしながら自分の意図とは関係なく、人生そのものが失敗してしまうようになります。これがこの世です。そのような人生が終わると、人間には一度死ぬことと死後には裁きを受けることが定まっていると言われていますが、人生死んで終るのではなく、死んだ後、永遠の滅びの方に、永遠の地獄の方に落ちるように定まっています。また、それが自分の代で終わらないで、家系にずっと流れて引き継がれるようになります。家系ののろいとして子孫たちにこのような問題がそのまま受け渡しずっと続くようになります。こういう滅びの状態に捕らわれて生きていくしかありません。これは珍しい犯罪のことでしょうと思われるかもしれません。ニュースなどを見ていても、正月に帰省し弟ともめて刺して殺したというニュースも聞きました。それはニュースになっているだけであって、また人を殺したという犯罪になったからの問題であって、そこまでいかないでもそうしたいなという気持ちはほとんどの人が持っているのではないでしょうか。皆、自分ではコントロールできない、どうにもならないこういう問題に捕らわれて苦労しています。なぜでしょうか。こんなにも皆が時間が流れればよくなるだろうという思想を持って期待しているのに、偶像にそれほどすがりつつ拝み、お金を出してやっているのに、なぜそうなのでしょうか。これが実はこの世です。

元旦のときも申し上げましたように、今まで皆さんが考えていた、見ていたとおりに、すんなりとすぐに許さないでください。いつも慎んでブレーキをかける準備をしてください。今まではこのように思っていた、世の中ではこう言っている、今私の肉眼ではこのように映っているのですが、しかし、実は神様の目で見たときにはそうではない。実はそうではない。これが神様と通じることです。これが勝利者としての第一歩です。もう一度申し上げます。環境が他の人と比べたときに、あまりよろしくないから成功者になれないわけではありません。才能が他の人にはあるのに自分にはないからといって、皆さんが勝利者になれないわけではありません。精神的な問題を抱えているから、持病を持っているから、障害を抱えているから、家庭環境が悪いから勝利者になれないわけではありません。そういう考え方を全部捨ててください。そうであっても神様と通じる人はそのすべてが全部祝福に変えられて、それが用いられるようになります。神様と通じるときに勝利者の門が開かれます。それが神の目でこの世をしっかりと正しく見るときです。今まではこの世をどのように見てきたのでしょうか。この世はだまされて勘違いの中を生きています。その結果、この世はどうにもならない滅びの状態であり、また滅びていきます。
ジョン・バニヤンという人が、クリスチャンであるという理由で刑務所に入れられ、長年、刑務所生活をするようになりました。そこで聖書を読むことしか何もやれることがありませんでした。聖書を一冊いただいてずっと繰り返して読んでいました。それでジョン・バニヤンが聖書を読んだ結果、書いた本が「天路歴程」という本です。「天路歴程」のテーマがいくつかある中で、第1のテーマがこの世というところは、自分を力ずくで刑務所に入れる力を持っている世の中だが、この世はしばらく経つと滅びる城なのだということです。聖書のテーマです。神の目で見るとそうです。今現在の現状を見るとものすごい力があるように見えるのですが、それにだまされてはいけません。この世は滅びているし滅びていくところです。社会的にも個人的にもこれが見えないのでしょうか。だから、祈ってください。私の病気を治してくださいという祈りもいいのですが、2015年は皆さん、挑戦の年であってほしいので、挑戦するためにはまずこの目が開かれなければいけません。神様、私はクリスチャンです。クリスチャンになってもう何年たっているか。神の目でこの世を見ることができるように恵みを与えてください。その祈りは必ず答えられますので。私がタラッパンの初期、もう牧師で宣教師でした。どれほど霊的に鈍いものだったのかというと、創世記3章の話を全部聞いてうなずいていたにもかかわらず、それが自分の心にピンとこないのです。それで祈りました。神様、創世記3章は頭ではわかるのですが、創世記3章を見せてくださいと。そうしたら、韓国から当時、チームの働きのチームが来たときに、名前は今言いませんが○○さんがものすごく苦しい状況であった時に、その牧師先生が彼にお話をするところを隣で聞きました。それを聴きながら、なるほど、創世記3章とはそういうものかと何か目が開かれ分かるようになりました。言葉では説明が難しいのですが、今、言いたいことが何かというと、本当に神様が臨まれる私たちの勝利のための課題をお祈りすると必ず答えられます。だから、2015年、今スタートしました。何を祈るべきでしょうか。迷わずに、また混乱せずにまず一つだけです。神様、神の目でこの世を見るようにさせてください。それでこの世が本当に勘違いの中でだまされていることがしっかり自分の目に映ってきますように。そして、この世は発展もしているし、ものすごい文化も経済も実力あるし、いろいろあるにもかかわらず滅びているし、滅びていくということが見えるようにしてくださいと祈ってください。もしそれがピンとこなければ神様と通じない状態です。そうなると残念ながらクリスチャンでありながらもずっとサタンにだまされるようになります。皆さんは尊いクリスチャンです。皆さんを通して、この世に向かっての挑戦を神様は計画していらっしゃるのですから、そのようにサタンにだまされっぱなしの人生はもう終わりにしなければなりません。皆さんはイエスの血潮によって買い取られた尊い神の子どもです。
それで結果、私たちはこう言えます。この世は神の目で見たときにまことの幸せは決してありません。それがこの世です。皆さん、うらやましいのでしょうか。それはまだ神の目でこの世を見ていないからでしょう。何がうらやましいのでしょうか。美人が、スリムな体がうらやましいのでしょうか。お金がうらやましいのでしょうか。もちろん必要な内容でしょうが、それは幸せとは関係ありません。この世はだまされていて滅びている状態なので、決してこれっぽっちも本当の幸せはないところです。金持ちとラザロの話を覚えていますか。その話のテーマは、どんなに金持ちで所有が豊富であっても幸せとは関係ない。そこに幸せはありません。それがこの世です。所有があっても知識がどんなに優れて豊富になったとしても、そこにまことの幸せはありません。パウロのような知識人もそんなに多くありません。しかし、パウロはイエス・キリストと出会うまでは本当の幸せを味わったことがありません。そこにはないのです。知識の中でまことの幸せは得られません。そして、成功を治めたとしても成功の中にもまことの成功はありません。皆さんに何回もお話したと思いますが、私は短い経験ですが、大学の教授も博士の論文をパスした人も中小企業の社長さんも、それ以上の偉い人は直接会ったことはありませんが本やニュースを通して聞きました。幸せではありません。どこにも幸せはありません。勘違いしないでください。神の目で見たときには、幸せがないどころか、今日のイエス様の表現のように羊飼いのない羊のようにさまよい続けているのです。そうでないふりをしているだけであって、そのような不幸をお金や名誉や肩書などで隠しているだけであって、本当は不幸なのです。幸せはありません。名誉を手にしたからといって幸せでしょうか。これは極端な偏見と思われるかもしれません。ノーベル賞の授賞式などを見ました。ものすごく興奮して、うれしい気持ちになる。それは言うまでもないでしょう。それは名誉中の名誉だと思います。しかし、その受賞された方々が、本当にひとりひとり幸せなのでしょうか。自分で自分自身に問いかけてみたときに、違うだろう。表に現れているだけであって、本当は幸せではないはずだ、そう私は確信しています。それが神の目でこの世を見たときに、そういう結果になります。だまされていて滅びの状態なので。幸せがあるはずがありません。
なぜこの世はそうなってしまうのでしょうか。なぜなのでしょうか。それは私たち人間が、実は霊的な存在であり、神のかたちに作られたものなのに、つまり、まことの神様と一緒じゃないと幸せは決して得られないものなのに、神様と一緒ではないからです。神様を失い、神様から離れているのでこの世の中はだまされていて滅びる状態であり、どんなに所有して頑張っても幸せにはなれません。その理由が分かっていなければなりません。そして、神様から離れている以上、罪を抱えてのろいの運命に捕らわれて、悪魔、サタンという目に見えないこの世の支配者と言われるものに捕らわれだまされているからです。これを知らないでいるので、この問題を解決しない限りはだまされるしかありません。そして、どんなに頑張っても滅びの状態から抜け出すことはできません。幸せを求めていろいろなものを手に入れたにもかかわらず、そこに幸せは見当たらないのです。幸せではありません。誰がでしょうか。
ローマの手紙3：23には、「すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず」とあります。すべてです。この意味では、人間は平等です。フィリピンの人でもアフリカの人でも、今戦争の中にある国の人でもアメリカ人でも日本人でも皆、すべての人が同じです。だまされていて滅びの状態であり、だから、幸せではありません。これが見えてきて確認できたときに、私たちにはこのメッセージしか残りません。だから、神様は最初からキリストを唯一の希望として約束されました。神様と出会うことができるまことの預言者、罪とのろいのすべてを全部、解決できるまことの祭司、悪魔の頭を踏み砕いて勝利されるまことの王様であるキリスト、このキリストだけが唯一の希望です。どこの希望でしょうか。この世の希望です。このキリストが世に来られて本当にだまされている世の人、滅びている世の魂を、幸せはまったく得られない不幸の中にいる人々を助けるということが福音です。キリストの福音だけがこの世の希望なのだねという結論にたどり着くようになります。牧師がお話をしたから、教会で聞いて暗記した内容ではなく、この目が開かれなければいけません。皆さんの結論にならなければなりません。神の目でこの世を本当に見たときには何が残るのでしょうか。複雑な何かは一切ありません。一つだけが残ります。キリストの福音の他には希望がないのだね。それが皆さんの心にしっかりメッセージとして残るように、神の目でこの世を見るようにならないといけません。
これから、皆さんがこのようなことをどこで実際に見るべきなのか。これが結論です。どこでしょうか。これを神様が見せるために、今皆さんの人生を今の時代にこの世に生まれるようにして、特に日本という国に皆さんを住まわせているということを忘れないでください。だから、どこでこのようにだまされ滅びていて本当にまことの幸せなどはないということを見るべきなのかというと、この日本においてです。それから、この日本を中心にして、今皆さんが暮らしている、皆さんが置かれている、皆さんの小さな現場、そこでこれを見ないといけません。なにをでしょうか。世の中はだまされていることを。本当は滅びていること、幸せなどは全くないことを、だから、キリストの福音の他には希望がまったくないところだということを、皆さんの現場でこれから実際的に見て確認するようにしないといけません。いつそれを確認すればよいのでしょうか。今でしょう。今です。皆さんがなぜ200年前でなく、今この時代に生まれ、この日本の地に住み今を生きるのでしょうか。2015年を生きるようになったのでしょうか。皆さんが選んだわけではありません。それが神様のご計画です。だから、今のこの時代を通してそれを見ないといけません。これが祈りです。神様、神の目でこの世を見るのですが、この日本を通して、自分の現場を通して見させてください。それを実際的に見ないといけません。何のためでしょうか。神様と通じるためです。皆さん、ただ勉強ができ成績が上だということでは、その人は良いかどうか全く分かりません。逆に危ないかもしれません。神様と通じる人、子どもでなければいけません。子どものためにもこれを祈ってください。神の目でこの世を見る子どもにならせてください。それでキリストの福音の他には希望がまったくないという結論を固く握る子どもにしてください。それを日本という現場において、八百万の神にだまされています。そして、ヒューマニズムの極めであるこの日本の地において、もう神なんかはいらない、最初から根っこの方から神という存在を認めたくない民族が日本です。それが八百万という数として現れています。それを最初から神なんかいらないのです。なんでもかんでも神というのは、神を認めたくないということです。それが何千年にも渡って根を下ろしている国です。それが漫画にもアニメにも、様々な分野によって染み込んでいるところです。そこで皆さんは確認してください。一回の敗戦の経験を通して、経済的に発展を遂げました。そこに幸せがあるだろうと皆、思い込んで頑張ってきました。特に団塊世代などは。そこに本当の幸せはあったのでしょうか。見てください。幸せはありません。だから、今の若い世代は、あのように頑張りたくありません。そんなに身を削って頑張ったにもかかわらず、親の世代を見ると幸せではないので、なぜそれをそんなに頑張るのかと思うしかないでしょう。そのような日本の国において確認してください。だまされているのだと。言葉は甘い滑らかなよい言葉かもしれません。でも、だまされているのです。滅びているのではないでしょうか。見ていても幸せなんかは絶対ありません。キリストの福音しかありません。神様と出会ういのちの福音しかない。悪魔のしわざを打ち壊して、そこから助かる福音しかありません。その結論に辿りつくことができるように、皆さんの現場において、今の日本の現場において、そこで皆さんが最終的にこうならないといけません。あー、はーです。だから、私がここにいるのだね。新しく改めて発見するようにしてください。だから、私はここに。だから、私が今、生きているのだね。だから、私が先に救われてクリスチャンになったのだね。この3つのことを実感できるように、皆さんが素直に告白できるようにならないといけません。皆さんメッセージを本当に握って実際に体験しないといけません。どこまで行けばよいでしょうか。神の目で実際に見るようになり、どうすればよいのでしょうか。
メッセージを握って祈ってください。見るようにしてください。それを正しく神様の目で見ない限りは、私は正しくありません。何をどう考えても正しくできません。見させてください。どこまででしょうか。だから、今ここにいるのだね。だから、私は今を生きているのだね。だから、私は先に救われたのだね。これが自分の告白になるまでです。つまり、皆さんの存在の理由を、改めて確認し、今までの存在の理由から変えないといけません。このときから初めて使命のための人生であるということが確認できて、そちらの方に方向を変えるようになります。クリスチャンの人生というものは、どこに行っても、どんな仕事なのか関係なく、この希望のない世に唯一の希望であるキリストの福音を伝えるための使命のために許されている人生なのだねと。皆さんの生きる理由、存在の理由に変化が現れなければいけません。年なのか若いのか関係ありません。それが神の目で世を見たときの結果です。そのときに神様と通じるようになります。まず何を食べるか飲むか心配しないで、神の国と義を求めなさいという意味が初めて分かるようになります。神様と通じることが成功です。ぜひ信じてください。だまされるつもりで信じてください。それで一つの質問だけにすがってください。どうすれば神様と通じるのだろうか。私のような人間が成功できるのか。できます。どうしたら神様と通じるか。神の目で世を見るようになればよいのです。それはそのまま受け入れて祈ればよいのではないでしょうか。いつまででしょうか。あー、はーになるまで。必ず来ますので。
その結果、皆さんは希望のない、だまされて滅びて幸せのないこの世を福音を持って生かすために挑戦するようになります。そのときから。そのときまでは挑戦ができません。今までの人生は、様々な問題、自分自身に捕らわれて引きずり回されていた人生でした。でも、挑戦するようになります。福音を持って、希望のない世を生かすことに挑戦すると、本部の元旦礼拝のメッセージのように、その人は千年の答えの主人公になります。皆さんがその主人公であることをぜひ確認し、2015年このメッセージを握ってスタートしていただきたいと思います。ただ聞いてうなずくだけでなく、本当です。何も要求しないので祈ってください。この通りに祈ってください、
(祈り)

　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。2015年、最初の聖日礼拝を主にささげました。ここに集っている兄弟姉妹ひとりひとりが皆、福音を持ってこの世を生かすことに挑戦できる資格があるし、尊い存在であることを覚えて感謝します。ひとりひとりが実際にその自覚が持てるように、確認できるように恵みを与えてください。それで神の目でこの世を見ることができ、神様と通じるクリスチャンであることを心からお祈りいたします。感謝して、主イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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